
お
知
ら
せ

　「
教
団
新
報
」
今
号

を
4
9
8
0
・
8
1
合

併
号
と
し
、
次
号
は
、

10
月
1
日
に
発
行
し
ま

す
。総

幹
事
　
秋
山
　
徹

　
第
1
4
9
回
神
奈
川
教
区

定
期
総
会
は
6
月
25
日
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

防
止
対
策
を
行
い
な
が
ら
清

水
ヶ
丘
教
会
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。

　
議
事
に
先
立
ち
、
逝
去
教

師
を
覚
え
て
開
会
礼
拝
が
行

わ
れ
、
宗
野
鏡
子
教
師
（
田

園
江
田
）
よ
り
「
未
来
へ
の

希
望
」（
エ
レ
ミ
ヤ
書
31
・

15
～
17
節
）
と
題
し
て
御
言

葉
が
語
ら
れ
た
。
組
織
会
に

お
い
て
、
議
員
数
2
3
2
名

中
1
6
0
名
の
出
席
に
よ
り

定
足
数
78
名
を
満
た
し
総
会

は
成
立
し
た
。

　「
補
教
師
の
准
允
執
行
に

関
す
る
件
」、「
正
教
師
の
按

手
礼
執
行
に
関
す
る
件
」
が

可
決
さ
れ
、
4
名
の
准
允
式

と
1
名
の
按
手
礼
式
が
執
行

さ
れ
た
。

　
教
団
問
安
使
の
石
橋
秀
雄

議
長
の
挨
拶
と
報
告
の
後
、

北
村
慈
郎
教
師
の
戒
規
免
職

に
つ
い
て
、
ま
た
教
団
機
構

改
定
に
関
す
る
質
疑
応
答
が

な
さ
れ
た
。

　
2
0
2
1
年
度
教
区
教
務

報
告
、
各
部
各
委
員
会
活
動

報
告
、
教
区
決
算
報
告
お
よ

び
監
査
報
告
に
関
す
る
議
案

が
可
決
承
認
さ
れ
た
後
、
二

つ
の
議
案
が
審
議
さ
れ
た
。

　
一
つ
は
「
教
団
総
会
に
お

け
る
常
議
員
選
挙
の
投
票
方

法
を
、
無
記
名
半
数
連
記
に

改
め
る
件
」
で
あ
る
。
全
数

連
記
と
い
う
現
在
の
教
団
常

議
員
選
挙
の
投
票
方
法
で

は
、
多
数
を
占
め
る
グ
ル
ー

プ
が
多
く
の
議
席
を
獲
得
す

る
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

で
は
少
数
意
見
に
も
丁
寧
に

耳
を
傾
け
、
そ
こ
に
示
さ
れ

た
思
い
を
汲
み
取
り
、
教
団

が
一
つ
と
な
っ
て
全
体
教
会

　
第
82
回
北
海
教
区
定
期
総

会
は
、
5
月
31
日
を
開
始
日

と
し
た
議
決
権
行
使
書
に
よ

る
書
面
総
会
と
し
て
開
催

し
、
7
月
20
日
の
臨
時
常
置

委
員
会
に
お
い
て
、
議
決
内

容
の
確
認
と
総
会
閉
会
宣
言

を
行
っ
た
。

　
こ
の
書
面
総
会
の
た
め

に
、
6
月
11
日
、
18
日
と
2

回
に
分
け
て
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
議
案
説
明
会
を
開
催

し
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

ま
た
、
常
置
委
員
選
挙
（
半

数
改
選
）、
第
42
回
日
本
基

督
教
団
総
会
議
員
選
挙
は
、

郵
送
に
よ
っ
て
行
っ
た
。

　
今
総
会
で
は
、
教
区
幹
事

選
任
に
関
す
る
件
（
議
案
第

10
号
）
が
提
案
さ
れ
、
韓
守

賢
教
師
（
旭
川
豊
岡
）
が
選

任
さ
れ
た
。
教
区
の
事
務
、

財
務
管
理
を
は
じ
め
、
各
教

会
・
伝
道
所
に
よ
る
相
談
、

現
状
把
握
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
仕
事
が
教
区
幹
事
に
求
め

ら
れ
て
お
り
、
加
え
て
コ
ロ

ナ
の
状
況
の
中
で
従
来
に
な

い
働
き
を
担
わ
な
け
れ
ば
な

教区

北
海

教
区
幹
事
選
任
、五
役
で
業
務
を
行
う

を
成
長
さ
せ
て
行
く
こ
と
は

困
難
で
あ
ろ
う
と
の
理
由
か

ら
、
常
置
委
員
会
よ
り
提
案

さ
れ
た
。
審
議
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。
こ

の
議
案
は
第
42
回
教
団
総
会

に
提
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
も
う
一
つ
の
議
案
は
「
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

対
す
る
抗
議
声
明
に
関
す
る

件
」
で
あ
る
。
国
際
法
に
違

反
し
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
つ
い
て
、
戦
闘
行

為
を
即
時
中
止
し
、
対
話
に

よ
る
解
決
を
目
指
す
こ
と
を

求
め
る
抗
議
声
明
を
教
区
と

し
て
ロ
シ
ア
大
使
館
に
提
出

す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
質

疑
応
答
に
お
い
て
、
抗
議
声

明
文
原
案
に
対
し
て
数
か
所

の
修
正
案
が
出
さ
れ
た
が
、

文
案
を
常
置
委
員
会
に
付
託

す
る
こ
と
で
可
決
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
佐
野
匡
副
議
長

か
ら
会
場
教
会
の
清
水
ヶ
丘

教
会
へ
感
謝
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
、
閉
会
祈
祷
を
も
っ
て

本
総
会
は
終
了
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
な
が
ら

予
定
通
り
の
総
会
が
開
催
で

き
た
こ
と
を
感
謝
す
る
。

（
宮
川
忠
大
報
）

ら
な
い
状
況
を
課
題
と
し
て

認
識
し
つ
つ
、
幹
事
の
業
務

を
教
区
五
役
（
議
長
、
副
議

長
、
書
記
、
宣
教
部
委
員
長
、

幹
事
）
で
分
担
し
、
支
え
合

い
な
が
ら
、
教
区
の
業
務
を

行
な
っ
て
い
く
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。

　
2
0
2
2
年
度
教
区
歳
入

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
負

担
金
10
％
の
減
額
を
計
上

し
、
各
教
会
・
伝
道
所
の
負

担
軽
減
に
努
め
た
。
ま
た
、

教
職
謝
儀
保
障
制
度
の
見
直

し
が
課
題
と
な
り
、
現
実
に

即
し
た
基
準
と
す
べ
く
、
北

海
教
区
謝
儀
保
障
基
準
改
定

に
関
す
る
件（
議
案
第
13
号
）

が
提
案
さ
れ
、
基
準
の
一
部

が
改
定
さ
れ
た
。

　
平
和
を
求
め
る
協
議
と
し

て
、「
現
在
国
会
内
外
で
加

速
度
的
に
進
行
し
て
い
る
憲

法
改
正
の
動
き
に
反
対
し
、

阻
止
す
る
た
め
の
行
動
を
推

進
す
る
決
議
に
関
す
る
件

（
議
案
第
14
号
）」、「
北
海
道

に
核
の
ご
み
を
持
ち
込
ま
せ

な
い
た
め
の
運
動
を
推
進
す

る
決
議
に
関
す
る
件
（
議
案

第
15
号
）」、「
沖
縄
教
区
と

の
関
係
回
復
に
取
り
組
み
、

自
ら
の
負
う
べ
き
『
共
同
の

重
荷
』
と
し
て
、
米
軍
基
地

撤
去
を
目
指
す
運
動
を
推
進

す
る
決
議
に
関
す
る
件
（
議

案
第
16
号
）」、「
2
0
2
2

年
度
ア
イ
ヌ
民
族
の
権
利
を

回
復
す
る
運
動
の
推
進
決
議

に
関
す
る
件
（
議
案
第
17

号
）」、
以
上
の
決
議
が
可
決

さ
れ
た
。

　
そ
の
他
、
2
名
の
正
教
師

受
按
志
願
者
が
承
認
さ
れ
、

別
途
日
程
を
定
め
た
上
で
、

按
手
礼
式
が
行
わ
れ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　
常
置
委
員
選
挙
結
果
（
半

数
改
選
）

【
教
職
】
辻
中
明
子
（
島
松
）、

西
岡
知
洋
（
余
市
）

【
信
徒
】
佐
久
間
光
昭
（
置

戸
）、
太
田
千
代
（
月
寒
）

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
原
和
人
（
札
幌
手

稲
）、
木
村
拓
己
（
美
唄
）、

韓
守
賢
（
旭
川
豊
岡
）、
齋

藤
開
（
美
馬
牛
福
音
・
旭
川

星
光
）、
柴
田
も
ゆ
る
（
函

館
千
歳
）、
指
方
信
平
（
札

幌
北
光
）、杉
岡
ひ
と
み
（
千

歳
栄
光
）、西
間
木
公
孝
（
新

得
）

【
信
徒
】
板
谷
良
彦
（
札
幌

北
部
）、
佐
久
間
光
昭
（
置

教区

神
奈
川

常
議
員
選
挙
半
数
連
記
を
教
団
総
会
に
提
案

　
第
76
回
／
「
合
同
」
後
53

回
兵
庫
教
区
定
期
総
会
は
、

議
決
権
行
使
書
に
よ
る
書
面

開
催
と
な
っ
た
。
会
期
中
に

「
議
案
の
説
明
と
協
議
の
時
」

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
4
回
行

い
、
全
議
員
へ
の
録
画
の
公

開
と
報
告
書
の
送
付
を
行
っ

た
。

　
議
案
は
全
て
可
決
さ
れ

た
。
法
定
議
案
以
外
に
、
第

42
回
教
団
総
会
議
員
の
任

期
1
期
2
年
延
長
に
関
す
る

件
、「
合
同
問
題
」
へ
の
取

り
組
み
に
関
す
る
件
な
ど
が

可
決
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
教
団
総
会
提
出
議

案
と
し
て
、
教
団
総
会
を
開

催
す
る
努
力
を
怠
り
、
延
期

の
決
定
に
つ
い
て
も
各
教
区

や
教
団
総
会
議
員
に
個
別
に

伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
を
問
う
「
第
41
総
会
期
常

議
員
会
の
議
事
運
営
の
誤

り
に
つ
い
て
全
教
区
並
び

に
教
団
総
会
議
員
に
謝
罪

す
る
件
」、「『
教
団
機
構
改

定
』
の
議
論
を
直
ち
に
凍
結

す
る
件
」、「
第
75
回
／
『
合

同
』
後
52
回
日
本
基
督
教
団

兵
庫
教
区
定
期
総
会
決
議
に

も
と
づ
く
教
団
総
会
提
出
議

案
『
沖
縄
宣
教
連
帯
金
』
に

関
す
る
件
」が
可
決
さ
れ
た
。

　
な
お
、
昨
年
の
教
区
総
会

に
お
い
て
、「
沖
縄
宣
教
連

帯
金
」
に
関
す
る
件
、
日
本

基
督
教
団
に
お
け
る
同
性
愛

者
を
は
じ
め
と
す
る
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

差
別
問
題
に
取
り
組
む
件
、

第
41
総
会
期
第
9
回
常
議
員

会
に
お
け
る
「『
日
本
基
督

教
団
の
教
師
論
』
承
認
に
関

す
る
件
（
提
案
者
　
議
長
）」

の
承
認
決
議
を
撤
回
す
る
件

を
提
出
し
て
い
る
。

　
准
允
・
按
手
は
、
総
会
開

催
中
に
、
教
区
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
・
セ
ン
タ
ー
に
て
議
長
が

代
表
し
て
執
行
し
、
ラ
イ
ブ

配
信
し
祈
り
を
合
わ
せ
た
。

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
は
、

昨
年
度
に
行
わ
れ
た
選
挙
結

果
を
通
用
し
、
議
員
資
格
を

失
っ
た
者
に
は
次
の
通
り
、

次
点
者
を
あ
て
た
。

【
教
職
】
西
脇
正
之
、
安
東

優
に
代
わ
り
、
松
本
あ
ず
さ

（
は
り
ま
平
安
）、
栗
原
宏
介

（
岡
本
）

【
信
徒
】
古
林
清
造
に
代
わ

り
、
小
笠
原
務
（
東
灘
）

（
柳
本
和
良
報
）

教区総会報告 準備を重ね、書面で開催する教区も

2022年度　❹ 北海・神奈川・兵庫・西東京・大阪

　
キ
リ
ス
ト

教
会
を
模
し

た
新
興
宗
教

が
社
会
問
題

と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て

い
た
30
年
程
前
、
そ
れ
ら
の

団
体
の
名
を
挙
げ
つ
つ
、
自

分
た
ち
は
関
わ
り
が
な
い
こ

と
を
告
げ
る
文
言
を
、
教
会

の
案
内
な
ど
で
見
る
よ
う
に

な
っ
た
。
伝
統
的
教
会
も
カ

ル
ト
宗
教
も
一
緒
く
た
に
さ

れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
日
本

に
あ
っ
て
は
、
当
然
の
対
応

と
言
っ
て
良
い
。▼
し
か
し
、

当
時
、
問
題
の
深
刻
さ
を
わ

き
ま
え
な
い
青
年
信
徒
と
し

て
、そ
の
文
言
に
触
れ
た
時
、

違
和
感
と
共
に
も
ど
か
し
さ

を
覚
え
た
。
自
分
た
ち
が
ま

と
も
で
あ
る
こ
と
を
、
他
団

体
と
関
わ
り
が
な
い
と
い
う

消
極
的
な
文
言
で
表
わ
す
こ

と
が
教
会
的
で
な
い
よ
う
に

思
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の

は
、
教
会
が
積
極
的
に
福
音

を
証
し
で
き
て
い
な
い
こ
と

の
裏
返
し
で
あ
る
よ
う
に
思

え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
▼

教
会
は
誕
生
し
て
間
も
な
い

時
期
か
ら
、
マ
ル
キ
オ
ン
主

義
、
モ
ン
タ
ノ
ス
主
義
な

ど
、
疑
似
キ
リ
ス
ト
教
と
向

き
合
っ
て
来
た
。
そ
の
中
か

ら
生
ま
れ
た
の
が
、
教
理
に

よ
っ
て
自
ら
が
立
つ
信
仰
を

言
い
表
す
と
い
う
営
み
だ
っ

た
。「
果
た
し
て
今
、
教
会

の
信
仰
を
明
確
に
掲
げ
、
た

だ
自
ら
の
正
当
性
を
主
張
す

る
だ
け
で
な
く
、
神
の
愛
の

証
と
し
て
、
そ
の
信
仰
に
生

か
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
」。

そ
う
自
ら
に
問
い
か
け
つ

つ
、問
題
と
向
き
合
い
た
い
。

戸
）、
稲
垣
正
策
（
函
館
千

歳
）、
藤
巻
朋
子
（
札
幌
元

町
）、
今
多
正
行
（
札
幌
元

町
）、
北
川
健
一
（
札
幌
北

光
）、
一
條
英
俊
（
札
幌
北

光
）、
島
田
繁
明
（
帯
広
）

（
齋
藤
　
開
報
）

教区

兵
庫

「
教
団
機
構
改
定
」議
論
凍
結
を
提
案
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含
む
31
名
が
出
席
し
た
。

　
冒
頭
の
古
屋
治
雄
伝
道
委

員
長
に
よ
る
開
会
礼
拝
に
続

き
、「
各
教
区
諸
教
会
・
伝

道
所
の
現
状
と
展
望
」
と
の

主
題
の
も
と
3
名
の
参
加
者

か
ら
の
発
題
に
聴
い
た
。

　
東
北
教
区
荒
井
偉
作
宣
教

部
委
員
長
（
名
取
）
か

ら
は
、
S
C
F
や
関
東

教
区
と
連
携
し
た
「
東

北
ユ
ー
ス
」
の
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
後

に
帰
還
困
難
地
域
と
さ

れ
た
土
地
に
近
年
帰
還

す
る
住
民
へ
の
宣
教
の

課
題
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
、
地
域
か
ら
の
信
頼

に
直
結
す
る
教
師
の
言

動
の
不
適
切
さ
が
も
た

ら
す
困
難
さ
に
つ
い
て
語
ら

れ
た
。

　
西
東
京
教
区
岡
村
恒
伝
道

部
委
員
長
（
高
幡
）
か
ら
は
、

教
区
内
人
口
ほ
か
時
代
に
よ

り
推
移
す
る
様
々
な
統
計

デ
ー
タ
を
整
理
並
び
に
分
析

し
、
加
え
て
将
来
の
予
想
を

添
え
た
「
具
体
的
な
伝
道
方

策
の
提
案
」
を
作
成
す
る
取

り
組
み
の
経
過
報
告
が
な
さ

れ
た
。
こ
の
作
業
は
感
染
期

に
一
旦
中
断
し
た
も
の
の
、

今
秋
に
は
一
定
の
提
案
と
し

て
形
を
見
た
い
と
の
意
志
が

表
さ
れ
た
。

　
九
州
教
区
浅
野
直
人
教
区

常
置
委
員
（
福
岡
警
固
・
信

徒
）
か
ら
は
、
教
団
伝
道
資

金
制
度
に
反
対
し
つ
つ
も
こ

れ
を
否
定
せ
ず
、
規
則
改
正

の
提
案
を
続
け
る
同
教
区
の

思
い
が
述
べ
ら
れ
た
。
同
教

区
が
本
制
度
に
求
め
る
「
教

区
間
の
格
差
是
正
」
と
い
う

目
的
の
達
成
の
た
め
に
、
申

請
制
と
い
う
仕
組
み
の
見
直

し
お
よ
び
、
明
瞭
な
基
準
に

よ
る
交
付
を
含
む
制
度
改
正

を
求
め
る
提
案
理
由
が
説
明

さ
れ
た
。

　
発
題
に
続
き
5
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
意
見

交
換
を
行
い
、
祈
祷
会
を

も
っ
て
閉
会
し
た
。

　
そ
の
直
後
に
開
催
さ
れ
た

伝
道
委
員
会
で
は
、
本
会
議

に
各
教
区
か
ら
の
近
況
報
告

書
の
提
出
を
依
頼
し
、
共
有

す
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
の
反

省
を
加
え
た
。

（
村
上
恵
理
也
報
）

　
7
月
11
日
、
教
区
伝
道
委

員
長
会
議
が
行
わ
れ
た
。
感

染
症
予
防
対
応
と
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
開
催
と
な
っ

た
。
2
0
1
9
年
以
来
3
年

ぶ
り
の
本
会
議
に
は
、
各
教

区
の
伝
道
委
員
長
ほ
か
教
団

伝
道
委
員
、
幹
事
、
職
員
を

教区

大
阪

郵
送
に
よ
る
選
挙
を
無
事
に
終
了
　

　
第
67
回
大
阪
教
区
総
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
書

面
開
催
と
な
っ
た
。

　
総
会
準
備
委
員
会
で
は
、

今
年
こ
そ
対
面
開
催
で
き
る

よ
う
に
祈
り
つ
つ
準
備
し
て

き
た
。
今
総
会
で
は
三
役
及

び
常
置
委
員
選
挙
を
行
う
た

め
、
同
地
複
数
分
散
会
場
を

設
定
す
る
対
面
開
催
と
し
、

選
挙
の
際
に
は
一
つ
の
場
所

で
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
た
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
感

染
者
数
の
増
加
に
鑑
み
、
今

年
初
頭
よ
り
書
面
開
催
の
可

能
性
も
含
め
た
二
重
の
準
備

を
進
め
、
4
月
11
日
の
常
置

委
員
会
で
書
面
開
催
を
決
断

す
る
に
至
っ
た
。

　
5
月
4
日
、
召
天
者
記
念

礼
拝
を
大
阪
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

セ
ン
タ
ー
に
て
対
面
と
オ
ン

ラ
イ
ン
併
用
で
さ
さ
げ
、
中

西
真
二
教
師（
小
阪
）に
よ
っ

て
礼
拝
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
語
ら

れ
た
。
礼
拝
後
に
は
、
新
来

教
師
紹
介
を
行
っ
た
。

　
総
会
で
は
全
議
案
を
承

認
・
可
決
（
総
数
2
6
9

中
、
提
出
数
2
2
2
）。
主

な
議
案
は
「
2
0
2
1
年
度

決
算
承
認
に
関
す
る
件
」、

「
2
0
2
1
年
度
決
算
処
分

に
関
す
る
件
」、「
2
0
2
2

年
度
予
算
に
関
す
る
件
」、

三
役
及
び
常
置
委
員
選
挙
に

関
す
る
も
の
等
で
あ
る
。
郵

送
に
よ
る
選
挙
は
、
5
月
24

日
の
総
会
議
長
予
備
選
挙
資

料
発
送
を
皮
切
り
に
、
7
月

15
日
に
ま
で
及
び
、
無
事
に

終
え
た
。
ま
た
、「
日
本
基

督
教
団
天
下
茶
屋
教
会
」
と

「
日
本
基
督
教
団
大
阪
常
磐

教
会
」
の
合
併
に
関
す
る
件

を
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

大
阪
常
磐
天
下
茶
屋
教
会
と

し
て
の
新
た
な
出
発
の
上

に
、
主
の
豊
か
な
祝
福
を
祈

る
。

　
5
月
24
日
に
は
、
大
阪
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て

准
允
式
・
按
手
式
を
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
行
っ

た
。
准
允
：
関
谷
共
美
教
師

（
南
大
阪
）、
吉
村
厚
信
教
師

（
大
阪
生
野
）、
按
手
：
片
岡

正
義
教
師
（
大
阪
女
学
院
中

学
・
高
校
）、
髙
塚
純
平
教

師
（
高
石
）。

　
毎
年
の
総
会
は
、
教
区
の

大
切
な
歩
み
や
取
り
組
み
を

皆
で
共
有
し
審
議
す
る
場
だ

が
、
年
に
1
度
皆
で
顔
と
顔

を
会
わ
せ
、
休
憩
時
に
は
互

左から山﨑書記、尾島議長、宮岡副議長

「
諸
教
会
・
伝
道
所
の
現
状
と
展
望
」と
題
し
、3
名
が
発
題

▼
教
区
伝
道
委
員
長
会
議
▲

い
に
言
葉
を
交
わ
し
近
況
等

を
分
か
ち
合
う
こ
と
の
で
き

る
貴
重
な
側
面
も
あ
る
。
大

阪
教
区
で
は
、
3
年
連
続
で

対
面
開
催
が
か
な
わ
な
か
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
互

い
の
繋
が
り
や
交
わ
り
を
よ

り
大
切
に
し
、
ま
た
、
支
え

合
う
た
め
の
新
た
な
知
恵
を

出
し
合
っ
て
い
く
歩
み
と
な

る
よ
う
に
祈
る
。

　
三
役
・
常
置
委
員
は
8
月

常
置
委
員
会
に
お
い
て
交
代

し
、総
会
の
閉
会
宣
言
の
後
、

新
体
制
で
の
教
区
運
営
を
開

始
し
て
い
る
。

　
三
役
選
挙
結
果

【
議
長
】
尾
島
信
之
（
南
大

阪
）、【
副
議
長
】
宮
岡
真
紀

子
（
北
千
里
）、【
書
記
】
山

﨑
道
子
（
豊
中
）

　
常
置
委
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
藤
原
寛
人
（
高
槻
）、

竹
ヶ
原
政
輝
（
高
の
原
）、

有
澤
慎
一
（
池
田
五
月
山
）、

宮
川
経
宣
（
大
和
郡
山
）、

清
藤
淳
（
和
歌
山
）、
中
西

真
二
（
小
阪
）、老
田
信
（
大

阪
聖
和
）、
山
田
真
理
（
扇

町
）、
阿
部
倫
太
郎
（
東
和

歌
山
）、
田
邊
由
紀
夫
（
茨

木
）、
吉
本
幸
嗣
（
岸
和
田
）

【
信
徒
】
小
林
喬
（
天
満
）、

松
吉
芙
蓉
（
東
梅
田
）、
川

喜
田
好
恵
（
豊
中
）、
東
谷

誠
（
い
ず
み
）、筧
正
彦
（
茨

木
東
）、
鈴
木
惠
美
子
（
馬

見
労
祷
）、中
村
賢
治
郎
（
小

阪
）、
筧
伸
子
（
茨
木
東
）

（
宮
岡
真
紀
子
報
）

教
団
教
師
と
し
て
の
課
題
を
共
有
　
　

 

♦︎
教
師
継
続
教
育
研
修
会
♦

　
教
師
継
続
教
育
研
修
会

が
、
2
年
ぶ
り
に
、
8
月
2

日
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ

れ
た
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
宿
泊
を
伴
う
研
修
会
の

開
催
は
困
難
で
あ
る
と
見

送
っ
た
が
、
今
年
は
日
程
も

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
短
縮
し
、
参

加
者
全
員
が
オ
ン
ラ
イ
ン
と

い
う
仕
方
を
と
っ
て
教
師
継

続
教
育
研
修
会
を
行
っ
た
。

テ
ー
マ
は「
教
団
の
教
師
論
」

と
し
た
。
講
師
の
秋
山
徹
総

幹
事
に
は
、「『
教
団
の
教
師

論
』
を
め
ぐ
っ
て
」
と
い
う

題
で
講
演
を
し
て
も
ら
っ

た
。
本
講
演
は
す
で
に
新
任

教
師
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
も
語
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
新
任
教
師
の
参
加
者
に

と
っ
て
は
重
複
す
る
内
容
で

あ
っ
た
が
、
日
本
基
督
教
団

の
教
師
で
あ
る
と
は
ど
う
い

う
こ
と
か
、
と
い
う
基
本
的

で
、
大
事
な
こ
と
を
、
繰
り

返
し
て
よ
く
学
び
、
再
確
認

す
る
機
会
と
な
っ
た
。
ま

た
、
教
師
と
し
て
の
年
数
を

重
ね
て
い
る
参
加
者
に
と
っ

て
は
、「
日
本
基
督
教
団
教

師
論
」
を
め
ぐ
っ
て
の
、
現

在
進
行
形
で
あ
る
教
団
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
よ
り
詳
し

く
知
る
と
共
に
、
教
団
が
ど

の
よ
う
な
歴
史
的
変
遷
を
た

ど
っ
て
来
た
か
、
教
団
の
歴

史
を
知
る
こ
と
を
通
し
て
、

過
去
の
反
省
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
向

け
て
、
教
団
を
担
い
、
形
成

し
て
い
く
教
師
と
し
て
の
課

題
を
共
有
す
る
、
そ
の
よ
う

な
研
修
の
機
会
と
な
っ
た
。

　
講
演
の
後
、
質
疑
応
答
の

時
間
を
設
け
た
が
、
そ
こ
で

は
講
演
の
内
容
に
対
す
る
質

問
と
い
う
よ
り
、
参
加
者
自

身
が
、実
際
に
教
師
と
し
て
、

教
会
や
学
校
施
設
等
で
の
活

動
に
取
り
組
む
中
で
、
直
面

し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が
な

さ
れ
た
。
短
い
時
間
で
は

あ
っ
た
が
、
参
加
者
が
互
い

の
経
験
を
語
り
合
い
、
課
題

を
分
か
ち
合
い
、
励
ま
し
合

う
時
と
な
っ
た
。

　
参
加
者
15
名
、
講
師
ほ
か

含
め
て
全
体
で
24
名
。

（
上
原
智
加
子
報
）

　
第
46
回
西
東
京
教
区
定

期
総
会
は
5
月
29
日
に
開

催
さ
れ
た
。
今
回
の
総
会

も
、
第
44
、
45
回
総
会
と
同

様
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
、「
議
決
権
行
使
書
」
に

よ
る
書
面
に
よ
る
開
催
と

な
っ
た
。「
2
0
2
2
年
度

宣
教
活
動
計
画
に
関
す
る

件
」、「
2
0
2
1
年
度
教
区

歳
入
歳
出
決
算
承
認
の
件
」、

「
2
0
2
1
年
度
剰
余
金
処

分
の
件
」、「
2
0
2
2
年
度

教
区
歳
入
歳
出
予
算
承
認
の

件
」、「
各
部
・
各
常
設
委
員

会
委
員
選
任
の
件
」、「
立
川

開
拓
伝
道
推
進
に
関
す
る

件
」
な
ど
が
上
程
さ
れ
可
決

さ
れ
た
。
ま
た
、「
按
手
礼

に
関
す
る
件
」、「
准
允
に
関

す
る
件
」
が
そ
れ
ぞ
れ
上
程

さ
れ
1
名
の
按
手
礼
、
1
名

の
准
允
の
執
行
が
承
認
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、「
中
野
教
会

と
高
円
寺
教
会
の
合
併
に
関

す
る
件
」
が
上
程
さ
れ
、
可

決
さ
れ
た
。
合
併
後
高
円
寺

教
会
員
は
中
野
教
会
へ
転
入

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
今
総
会
で
は
、
昨
年
行
う

こ
と
が
出
来
ず
、
任
期
が
延

長
さ
れ
て
い
た
教
区
議
長
、

副
議
長
、
書
記
、
常
置
委
員

（
半
数
改
選
）
の
選
挙
を
行

い
、
議
長
に
岩
田
昌
路
（
狛

江
）、
副
議
長
に
衛
藤
満
彦

（
玉
川
）、
書
記
に
布
村
伸
一

（
井
草
）
が
選
出
さ
れ
た
。

　
常
置
委
員
選
挙
結
果
（
半

数
改
選
）

【
教
職
】
梅
津
裕
美
（
荻
窪

清
水
）、
願
念
望
（
白
鷺
）、

竹
前
治
（
清
瀬
信
愛
）

【
信
徒
】
米
山
謙
（
阿
佐
ヶ

谷
）、
井
関
頌
司
（
白
鷺
）、

山
口
玲
子
（
八
王
子
栄
光
）

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
古
屋
治
雄
（
阿
佐
ヶ

谷
）、
岩
田
昌
路
（
狛
江
）、

願
念
望
（
白
鷺
）、
衛
藤
満

彦
（
玉
川
）、
山
畑
謙
（
小

金
井
緑
町
）、山
口
紀
子
（
更

正
）、
岡
村
恒
（
高
幡
）、
梅

津
裕
美
（
荻
窪
清
水
）、
竹

前
治
（
清
瀬
信
愛
）、
宮
﨑

新
（
本
郷
）、布
村
伸
一
（
井

草
）、
長
谷
川
洋
介
（
小
平
）

【
信
徒
】
井
関
頌
司
（
白
鷺
）、

村
山
め
ぐ
み
（
阿
佐
ヶ
谷
）、

米
山
謙
（
阿
佐
ヶ
谷
）、
寺

山
正
一
（
小
金
井
緑
町
）、

福
田
栄
一
（
狛
江
）、
中
嶌

暁
彦
（
八
王
子
）、
安
井
重

平
（
荻
窪
清
水
）、
田
口
千

恵
子
（
東
久
留
米
）、
林
芳

史（
高
井
戸
）、吉
崎
純
二（
吉

祥
寺
）、内
堀
怜
子
（
相
愛
）、

阿
保
晴
美
（
小
平
）

（
布
村
伸
一
報
）

　公式Twitter　
開設

日本基督教団公式Twitter
を開設しました。
ホームページやInstagram
とあわせて運用していきま
す。
ぜひフォローをお願いいた
します。

https://twitter.com/uccj_
uccj

教区

西
東
京

任
期
延
長
さ
れ
て
い
た
三
役
・
常
置
委
員

選
挙
を
実
施

教 団 新 報 （2）　2022 年 9月 10日第 4980・81号　　　　　（第三種郵便物認可）



日
本
聖
書
神
学
校
卒
業
。
同

年
よ
り
南
三
鷹
教
会
、
河
辺

伝
道
所
を
牧
会
し
、
15
年
隠

退
。
遺
族
は
息
・
久
山
登
さ

ん
。

寺
田
仁
計（
無
任
所
教
師
）

　
22
年
8
月
1
日
逝
去
、
85

歳
。
東
京
都
生
ま
れ
。
00
年

准
允
、
02
年
受
按
。
00
年
よ

り
豊
明
新
生
、
名
古
屋
新
生

教
会
を
18
年
ま
で
牧
会
。
遺

族
は
妻
・
寺
田
純
子
さ
ん
。

宇
野
政
勝（
隠
退
教
師
）

　
22
年
5
月
25
日
逝
去
、
79

歳
。
北
海
道
生
ま
れ
。
74
年

同
志
社
大
学
大
学
院
修
了
。

77
年
よ
り
今
治
、会
津
若
松
、

安
曇
川
、
天
草
平
安
、
井
原

教
会
を
牧
会
し
、15
年
隠
退
。

遺
族
は
弟
・
宇
野
義
勝
さ
ん
。

山
崎
一
郎（
隠
退
教
師
）

　
22
年
6
月
29
日
逝
去
、
89

歳
。
京
都
府
生
ま
れ
。
97
年

東
京
神
学
大
学
大
学
院
修

了
。
同
年
よ
り
聖
書
之
友
教

会
を
牧
会
し
、
12
年
隠
退
。

遺
族
は
妻
・
山
崎
冨
紗
子
さ

ん
。

勝
田
英
嗣（
隠
退
教
師
）

　
22
年
7
月
15
日
逝
去
、
73

歳
。
東
京
都
生
ま
れ
。
78
年

同
東
京
神
学
大
学
大
学
院
修

了
。
同
年
よ
り
堺
、
柿
ノ
木

坂
、
浜
松
教
会
を
牧
会
し
、

17
年
隠
退
。
遺
族
は
妻
・
勝

田
の
ぞ
み
さ
ん
。

久
山
庫
平（
隠
退
教
師
）

　
22
年
7
月
23
日
逝
去
、
92

歳
。
東
京
都
生
ま
れ
。
55
年

北
垣
俊
一（
山
形
学
院
高
校

教
務
教
師
）

　
22
年
5
月
7
日
逝
去
、
86

歳
。
大
阪
府
生
ま
れ
。
63
年

同
志
社
大
学
大
学
院
修
了
。

64
年
よ
り
鳥
取
、札
幌
北
光
、

札
幌
元
町
教
会
を
牧
会
し
、

北
星
学
園
、敬
和
学
園
高
校
、

山
形
学
院
高
校
に
務
め
る
。

遺
族
は
妻
・
北
垣
成
子
さ
ん
。

福
島
英
子（
白
岡
伝
道
所
主

任
担
任
教
師
）

　
22
年
7
月
16
日
逝
去
、
94

歳
。
東
京
都
生
ま
れ
。
56
年

日
本
聖
書
神
学
校
卒
業
。
同

年
よ
り
所
沢
、
和
戸
、
久
美

愛
、
朝
霞
教
会
、
白
岡
伝
道

所
を
牧
会
。
遺
族
は
姪
・
尾

崎
喜
代
子
さ
ん
。

小
海
寅
之
助（
隠
退
教
師
）

　
22
年
8
月
12
日
逝
去
、
95

歳
。
新
潟
県
生
ま
れ
。
55
年

東
京
神
学
大
学
大
学
院
修

了
。
同
年
よ
り
曳
舟
、上
尾
、

上
尾
合
同
、
越
谷
、
西
上
尾
、

久
美
愛
、
西
上
尾
教
会
を
牧

会
し
、
02
年
隠
退
。
遺
族
は

息
・
小
海
基
さ
ん
。

お
詫
び
・
訂
正

　
新
報
4
9
7
5
号
3
面

「
事
務
局
報
教
師
異
動
」
欄
、

「
佐
原
教
会
辞
（
主
）
但
馬

秀
典
」
の
前
に
「
広
島
府
中

辞
（
主
）
三
吉
小
祈
」
を
挿

入
、
新
報
4
9
7
6
･
7
7

号
4
面
「
カ
ナ
ダ
合
同
教
会

と
の
会
合
」
本
文
中
「
日
本

基
督
教
団
に
全
額
さ
さ
げ
る

〜
総
額
は
」
を
「
日
本
基
督

教
団
と
関
連
団
体
に
全
額
さ

さ
げ
る
と
の
決
定
が
な
さ
れ

た
。
教
団
へ
の
総
額
は
」に
、

新
報
4
9
7
8
･
7
9
号
1

面
「
常
議
員
会
」
冒
頭
記
事

本
文
中
「
願
念
望
委
員
長
」

を
「
願
念
望
書
記
」
に
、
2

面
「
四
国
教
区
総
会
」
本
文

中「
第
81
回
教
区
定
期
総
会
」

を「
第
80
回
教
区
定
期
総
会
」

に
、「
在
日
大
韓
基
督
教
会

と
の
宣
教
協
力
委
員
会
」
本

文
中
「
李
明
忠
巻
頭
地
方
会

長
」
を
「
李
明
忠
関
東
地
方

会
長
」
に
、
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

　
補
教
師
登
録

関
戸
直
子

（
2
0
2
2
・
5
・
4
受
允
）

乙
成
仁
史

（
2
0
2
2
・
6
・
19
受
允
）

鳥
潟
紘
一

（
2
0
2
2
・
7
・
2
受
允
）

齋
藤
　
彩

（
2
0
2
2
・
7
・
12
受
允
）

　
正
教
師
登
録

内
田
光
生

（
2
0
2
2
・
6
・
25
受
按
）

井
谷
　
淳

（
2
0
2
2
・
7
・
10
受
按
）

常
議
員
会

常
議
員
会

第 41総会期

第20回
第21回
臨時

　
第
20
回
臨
時
常
議
員
会
が

7
月
29
日
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

常
議
員
27
名
が
出
席
し
て
行

わ
れ
た
。

　
7
月
26
日
に
行
わ
れ
た
教

団
総
会
準
備
委
員
会
の
報
告

を
願
念
望
書
記
が
行
っ
た
。

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
で

対
面
開
催
す
る
方
向
が
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ

つ
協
議
を
し
、
前
常
議
員
会

で
の
指
摘
を
受
け
て
医
療
ス

タ
ッ
フ
を
手
配
し
て
い
る
こ

と
等
を
報
告
し
た
。
準
備
委

員
会
の
議
事
録
を
承
認
し
た

他
、
教
団
総
会
議
員
、
推
薦

議
員
・
準
議
員
、
特
別
委
員
、

礼
拝
担
当
者
、
議
事
日
程
の

変
更
等
を
承
認
し
た
。

　
総
会
開
催
に
つ
い
て
、
前

常
議
員
会
の
時
か
ら
感
染
者

数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
つ
つ
書
面
決
議
・
郵

便
投
票
と
す
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
や
、
対
面
で
の
参
加

と
東
京
に
行
か
ず
に
選
挙
権

を
行
使
す
る
二
つ
の
選
択
肢

を
確
保
す
る
こ
と
を
求
め
る

意
見
が
出
さ
れ
た
。
石
橋
秀

雄
議
長
は
、「
ホ
テ
ル
も
か

な
り
の
注
意
を
払
い
対
策
を

立
て
て
い
る
。
選
挙
を
順
次

行
う
方
法
を
取
っ
て
い
る
以

上
、
対
面
と
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
出
席
で
き
な
い
方
の
痛

み
を
受
け
止
め
な
が
ら
、
何

と
か
対
面
で
開
催
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

　
休
憩
を
取
り
、
三
役
、
総

幹
事
、
総
務
幹
事
で
相
談
。

対
面
か
他
の
方
法
か
は
、
ホ

テ
ル
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
の
負

担
率
が
上
が
る
直
前
の
8
月

下
旬
に
臨
時
常
議
員
会
を
開

催
し
決
定
す
る
こ
と
、
そ
れ

ま
で
に
書
面
決
議
・
郵
便
投

票
と
し
た
場
合
の
期
間
と
費

用
の
行
程
表
を
作
成
す
る
こ

と
と
し
た
。

　
第
21
回
臨
時
常
議
員
会
が

8
月
29
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

26
名
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

　
24
日
に
行
わ
れ
た
総
会
準

備
委
員
会
報
告
を
願
念
書
記

が
行
い
、
道
家
紀
一
総
務
幹

事
が
感
染
対
策
、
雲
然
俊
美

書
記
が
書
面
決
議
・
郵
便
投

票
と
し
た
場
合
の
詳
細
を
報

告
し
た
。「
医
療
ア
ド
ヴ
ァ

イ
ザ
ー
を
石
井
祥
子
氏
（
国

立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
看
護

師
、
感
染
対
策
チ
ー
ム
）
に

依
頼
し
て
い
る
」、「
書
面
決

議
・
郵
便
投
票
と
し
た
場
合
、

そ
の
こ
と
の
承
認
を
求
め
、

法
定
議
案
以
外
を
継
続
と
す

る
承
認
を
求
め
、議
長
選
挙
、

副
議
長
選
挙
、
書
記
選
挙
を

順
次
行
い
、
常
議
員
選
挙
方

法
（
全
数
連
記
・
半
数
連
記
）

に
関
す
る
議
案
の
採
決
を
経

て
常
議
員
選
挙
を
行
う
。
以

教
団
総
会
、ホ
テ
ル
で
の
対
面
開
催
を
可
決

公　告
第42回　日本基督教団総会開催について

第42回日本基督教団総会を下記のとおり開催いたしま
すので、ここに公告します。
会期　2022年9月27日（火）午後1時30分
　　　　　　 〜 29日（木）午後3時
会場　ホテルメトロポリタン
　　　（東京都豊島区池袋1丁目6番1号）

　2022年9月10日
日本基督教団総会議長　石橋秀雄

 
◎議案と建議請願は、教規の則りそれぞれ8月18日、9

月6日に締め切りました。
 
傍聴希望者は下記の要領に従って手続きをしてください。
1.傍聴資格
　本教団の教師および現住陪餐会員たる信徒に限りま

す。なお、信徒の方は所属教会牧師もしくは日本基督
教団教師の推薦状が必要です。
2.参 加 費　無料
3.参加方法　今回はコロナ感染予防対策のためYou 

Tubeによる限定配信となります。
4.締　　切　9月21日（水）
5.申込方法
〈メールでのお申し込みの場合〉
①	メールの件名に「第42回教団総会傍聴希望」とご記

入ください。
②お名前、ご住所、ご連絡先、教会名をご記入ください。
③メールが届きましたら、教団事務局総務部より申し込

み完了のメールを差し上げます。
④信徒の方は推薦状を必ず郵送でお送りく

ださい。申し込み先 somu-b@uccj.org
〈書面でのお申し込みの場合〉
①	お名前、連絡先、教会名、メールアドレスをご記入の

上、下記へお申し込みください。
②信徒の方は必ず推薦状を同封してください。
　日本基督教団総務部
　（〒160-0051 東京都新宿区西早稲田2丁目3番18号）

阿
部
洋
治

（
2
0
2
2
・
7
・
12
登
録
）

　
教
師
異
動

平
和
学
園
ア
レ
セ
イ
ア
湘
南

中
学
高
校
就（
教
）田
中
耕
大

名
古
屋
中
村辞（

主
）岩
本
和
則

　
〃
　
　
就（
主
）岡
　
健
介

聖
学
院
大
学

辞（
教
）五
十
嵐
成
見

東
京
女
子
大
学

就（
教
）五
十
嵐
成
見

農
村
伝
道
神
学
校
　
辞（
神
）

ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
ッ
ト
マ
ー

調
布
　
　
辞（
担
）桒
原
道
子

横
浜
上
倉
田

辞（
主
）小
林
美
恵
子

　
〃
　
　
就（
主
）桒
原
道
子

セ
ン
タ
ー
北

辞（
兼
担
）飯
島
喜
世
惠

　
〃
就（
兼
主
）飯
島
喜
世
惠 

石
岡
　
　
辞（
代
）福
島
純
雄

　
〃
　
　
就（
代
）大
塚
　
愼

埼
玉
中
国
語辞（

主
）森
永
憲
治

　
〃
　
　
就（
代
）小
林
　
眞

日
和
佐
　
就（
担
）齋
藤
　
彩

舘
坂
橋
　
就（
担
）乙
成
仁
史

土
沢
　
　
辞（
代
）中
原
眞
澄

　
〃
　
　
就（
主
）鳥
潟
紘
一

北
備
　
辞（
代
）梅
崎
須
磨
子

　
〃
　
　
就（
代
）石
原
　
等

上
を
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
を
用
い

て
行
っ
た
場
合
、
期
間
は
6

か
月
、
費
用
は
5
0
0
万

円
（
ホ
テ
ル
キ
ャ
ン
セ
ル
料

等
を
含
め
る
と
1
5
0
0
万

円
）」。

　「
詰
め
が
甘
く
、
実
際
に

感
染
者
が
出
た
際
に
対
処
す

る
の
は
無
理
」、「
高
齢
で
基

礎
疾
患
を
持
っ
て
い
る
議
員

が
多
い
」
等
の
理
由
で
、
対

面
以
外
の
選
択
肢
を
求
め
る

意
見
が
あ
る
一
方
、「
価
値

と
リ
ス
ク
を
考
え
た
上
で
、

総
会
は
対
面
で
開
催
す
る
価

値
が
あ
る
」、「
教
規
の
原
則

は
対
面
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

誰
も
規
則
変
更
を
出
さ
な

か
っ
た
」
等
、
対
面
開
催
を

支
持
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

　
石
橋
議
長
は
こ
れ
ま
で
の

流
れ
を
変
更
せ
ず
、
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
で
対
面
開

催
す
る
こ
と
の
採
決
を
行

い
、
常
議
員
16
名
（
三
役
含

め
19
名
）
の
賛
成
に
よ
り
可

決
し
た
。（

新
報
編
集
部
報
）

出版局 正職員（経験者）募集
◎職　　種　定期刊行物（信徒の友、ここ

ろの友、教師の友など）編集業務
◎勤　　務　 月 曜 日 ～ 金 曜 日　9:00 ～

17:00（休憩12:00 ～ 13:00）
◎待　　遇　当局規定による　社会保険完

備、交通費全支給、各種手当、休日＝土
日祝日他
◎採用予定　2023年4月（応相談）
◎試用期間　3か月
◎応募資格　編集実務経験者で年齢40歳

位まで、教会生活を送っている方。DTP
経験者歓迎。
◎応募方法　履歴書（自筆・写真貼付）を

郵送ください。書類選考後、面接日を通
知します。応募書類は返却いたしません

（秘密厳守）。
◎筆記試験　あり（適性、作文、英語等）
◎募集期間　2022年10月末まで
◎お問い合せ・応募先
　〒169-0051東京都新宿区西早稲田2-3-18
　日本キリスト教団出版局　総務課宛
　℡ 03-3204-0421（月～金 9:30 〜 17:00）

仙
台
青
葉
荘

　
〃
　
　
就（
担
）関
戸
直
子

銀
座
　
　
辞（
担
）新
佐
依
子
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伝
道
所
は
無
牧
で
あ
っ
て
も

教
勢
が
下
が
ら
な
か
っ
た
足

腰
の
強
い
教
会
だ
と
評
さ

れ
、
若
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
溢

れ
て
い
る
教
会
の
未
来
を
終

始
明
る
く
語
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
翌
日
は
、
Ｃ
Ｓ

夏
期
キ
ャ
ン
プ
に
15
名
の
参

加
が
予
定
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
し

そ
う
な
様
子
が
想
像
さ
れ

た
。
少
子
高
齢
化
が
懸
念
さ

れ
る
教
会
が
多
い
中
で
、
伝

道
の
可
能
性
を
明
る
く
語

ら
れ
る
今
野
牧
師
、
福
田
姉

に
、
元
気
付
け
ら
れ
る
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
だ
っ
た
。
陪
席
し

た
熊
江
関
東
教
区
議
長
か
ら

も
、
青
年
伝
道
の
拠
点
と
な

る
教
会
で
あ
り
、
教
区
と
し

て
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と

の
力
強
い
コ
メ
ン
ト
を
も

ら
っ
た
。

（
河
田
直
子
報
）

　
7
月
25
日
、
栃
木
県
那
須

塩
原
市
に
あ
る
那
須
塩
原
伝

道
所
の
今
野
義
郎
牧
師
と
会

計
役
員
の
福
田
本
子
姉
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
お
話
を
伺
っ

た
。
那
須
塩
原
伝
道
所
は
、

東
北
新
幹
線
那
須
塩
原
駅
か

ら
徒
歩
10
分
、
近
隣
の
ア
ジ

ア
学
院
と
交
流
の
あ
る
国
際

色
豊
か
な
伝
道
所
で
あ
る
。

東
北
地
方
地
震
被
災
教
会
会

堂
等
支
援
委
員
会
よ
り
、
篠

浦
千
史
委
員
長
、河
田
直
子
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
熊
江

秀
一
関
東
教
区
議
長
、
道
家

紀
一
担
当
幹
事
、
星
山
京
子

職
員
が
参
加
し
た
。

　
ま
ず
、
地
震
発
生
時
の

3
月
16
日
の
状
況
を
伺
っ

た
。
今
年
4
月
に
着
任
さ
れ

た
今
野
牧
師
は
、
着
任
早
々

ト
イ
レ
や
台
所
が
断
水
し
て

い
て
、
バ
ケ
ツ
や
ポ
リ
タ
ン

ク
で
補
給
し
使
用
し
て
い
る

状
態
に
驚
い
た
と
い
う
。
福

田
姉
に
よ
る
と
、
そ
れ
ま
で

井
戸
水
を
ポ
ン
プ
で
汲
み
上

げ
て
使
っ
て
い
た
が
、
度
重

な
る
地
震
の
影
響
か
井
戸
が

渇
水
し
、
空
の
状
態
な
の
に

も
関
わ
ら
ず
ポ
ン
プ
が
自
動

停
止
せ
ず
に
回
り
続
け
て
い

る
状
態
だ
っ
た
そ
う
だ
。
建

物
な
ど
に
被
害
が
な
く
て
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
ら
、

断
水
し
て
し
ま
っ
た
上
、
回

り
続
け
て
い
た
ポ
ン
プ
の
電

気
代
も
大
き
い
も
の
だ
っ
た

と
言
わ
れ
た
。
今
野
牧
師
を

中
心
に
、
再
度
井
戸
を
掘
り

直
す
か
、
水
道
に
す
る
か
役

員
会
で
審
議
を
重
ね
、
今
後

の
安
全
性
や
持
続
性
を
考
え

て
新
た
に
水
道
を
敷
設
す
る

こ
と
に
決
め
、
そ
の
工
事
が

6
月
末
に
終
了
し
た
と
報
告

さ
れ
た
。
会
堂
外
に
は
、
凍

結
防
止
さ
れ
た
水
道
も
新
設

で
き
、
こ
れ
か
ら
戸
外
で
の

会
食
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
、
喜

ん
で
お
ら
れ
た
。
市
と
の
上

水
道
契
約
費
を
含
め
た
工
事

費
は
92
万
7
0
0
0
円
で
、

そ
の
う
ち
50
万
円
は
関
東
教

区
か
ら
、
当
委
員
会
に
申
請

さ
れ
た
20
万
円
な
ど
の
補
助

が
あ
り
、
教
会
の
負
担
が
少

な
く
て
済
ん
だ
と
感
謝
さ
れ

て
い
た
。

　
現
在
の
教
会
の
様
子
を
伺

う
と
、
礼
拝
に
は
毎
回
教
会

員
3
〜
4
名
の
ほ
か
16
名
ほ

ど
の
出
席
者
だ
そ
う
だ
。
礼

拝
で
は
、
後
方
で
ア
ジ
ア
学

院
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
宣
教
師
が

英
訳
し
て
伝
え
て
お
り
、
留

学
生
た
ち
も
交
え
て
若
く
て

活
気
の
あ
る
教
会
に
、
今
野

牧
師
は
伝
道
の
可
能
性
の
広

が
り
を
語
ら
れ
た
。
英
語
に

触
れ
ら
れ
る
と
い
う
特
色
を

も
つ
教
会
な
の
で
、
海
外
か

ら
の
帰
国
者
で
英
語
を
忘
れ

た
く
な
い
と
礼
拝
に
出
席
す

る
方
も
あ
る
と
い
う
。
年
金

受
給
者
と
な
っ
て
小
規
模
教

会
の
た
め
に
仕
え
た
い
と
い

う
今
野
牧
師
は
、
那
須
塩
原

那
須
塩
原
伝
道
所
に
伺
っ
て

東北地方地震被災教会支援募金
郵便振替口座
◎口 座 名　日本基督教団
◎口座番号　00140-9-145275
通信欄に「東北地方地震被災教会支援」とご記
入ください。

2021 年東北地方地震
被災教会会堂等再建支援委員会

東北教区・関東教区
被災教会の声

（オンライン訪問）

伊
勢
希
宣
教
師
、ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
日
本
語
教
会
へ

 
♦︎
宣
教
師
派
遣
式
♦

　
2
0
2
2
年
8
月
か
ら

2
0
2
3
年
1
月
ま
で
の

半
年
間
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
日
本
語
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
教
会
へ
短
期
派
遣

宣
教
師
と
し
て
遣
わ
さ
れ
る

伊
勢
希
宣
教
師
の
派
遣
式

が
、
7
月
18
日
、
甲
東
教
会

を
会
場
に
執
り
行
わ
れ
た

（
司
式
・
西
之
園
路
子
世
界

宣
教
委
員
長
、
説
教
・
村
山

盛
芳
世
界
宣
教
委
員
）。
会

場
に
は
、
50
名
近
く
の
方
々

が
集
い
、
ま
た
伊
勢
宣
教
師

の
前
任
地
の
岡
山
教
会
の

方
々
等
が
ラ
イ
ブ
配
信
を
通

し
、
派
遣
式
に
加
わ
っ
た
。

　
派
遣
式
後
、
西
之
園
委
員

長
が
今
回
の
派
遣
の
経
緯
に

つ
い
て
説
明
、
続
い
て
、
支

援
会
よ
り
新
井
純
支
援
会
長

と
菅
根
信
彦
牧
師
よ
り
伊
勢

宣
教
師
へ
の
励
ま
し
の
言
葉

が
送
ら
れ
、
後
宮
敬
爾
牧
師

か
ら
は
祝
電
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　
今
回
の
派
遣
に
は
、
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
日
本
語
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
教
会
の
支
援
と
い

う
目
的
の
ほ
か
に
、
海
外
宣

教
を
経
験
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
野
を
も
っ
て
こ
れ
か
ら

の
世
界
宣
教
ま
た
教
団
の
働

き
を
担
う
若
手
の
教
職
を
育

て
た
い
と
の
期
待
が
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
計
画
に
賛
同
し

て
く
だ
さ
っ
た
カ
ナ
ダ
合
同

教
会
の
友
情
と
献
金
に
支
え

甲東教会に 50名近くが集う

ら
れ
な
が
ら
、
準
備
が
進
め

ら
れ
て
き
た
。
ま
た
同
志
社

大
学
神
学
部
の
同
窓
生
を
中

心
に
心
強
い
支
援
会
も
立
ち

上
が
っ
て
い
る
。

　
伊
勢
宣
教
師
は
こ
の
派
遣

中
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
キ
リ
ス

ト
者
の
集
い
（
在
欧
の
日
本

語
を
話
す
キ
リ
ス
ト
者
た
ち

の
集
い
）
に
参
加
、
ま
た
Ｗ

Ｃ
Ｃ
（
世
界
キ
リ
ス
ト
教
協

議
会
）
総
会
に
も
日
本
基
督

教
団
か
ら
派
遣
さ
れ
る
青
年

枠
の
代
表
議
員
と
し
て
出
席

さ
れ
る
。

　
半
年
間
と
い
う
短
い
期
間

だ
が
、
様
々
な
経
験
を
得
ら

れ
る
、
本
人
に
と
っ
て
も
教

団
に
と
っ
て
も
、
意
義
あ
る

派
遣
と
な
る
こ
と
と
期
待
し

て
い
る
。（

西
之
園
路
子
報
）

ど
の
よ
う
な
人
も
祝
福
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
止
め
て

 

♦︎
部
落
解
放
祈
り
の
日
・
主
事
就
任
式
♦

　「
部
落
解
放
祈
り
の
日
」

礼
拝
が
7
月
25
日
、
尼
崎
教

会
に
お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

併
用
で
行
わ
れ
た
。81
名（
内

オ
ン
ラ
イ
ン
48
名
）
が
出
席

し
た
。

　
礼
拝
で
は
、
冒
頭
、「
全

国
水
平
社
創
立
宣
言
」
が
唱

和
さ
れ
、
足
立
こ
ず
え
活
動

委
員
（
広
島
主
城
教
会
牧

師
）
が
イ
ザ
ヤ
56
章
1
〜
8

節
か
ら
、「
救
い
の
実
現
」

と
題
し
て
説
教
し
た
。
時
代

と
共
に
状
況
が
変
化
し
て
行

く
中
、「
差
別
の
問
題
に
関

わ
る
時
に
経
験
す
る
、
身
に

つ
ま
さ
れ
る
よ
う
な
ヒ
リ
ヒ

リ
し
た
感
じ
か
ら
解
放
さ
れ

た
運
動
」
を
生
み
出
し
た
い

と
述
べ
、
そ
の
運
動
は
、
自

分
の
存
在
が
神
に
祝
福
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
受
け
止
め
、

ど
の
よ
う
な
人
も
祝
福
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
基
づ
い
て
な

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
語
っ

た
。
ま
た
、
礼
拝
か
ら
現
場

へ
と
向
か
っ
て
行
く
大
切
さ

を
語
り
、「
神
が
愛
を
も
っ

て
送
り
出
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
が
故
、
自
己
卑
下
せ
ず

神
の
愛
に
応
え
て
行
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
礼
拝
の
中
で
、
上
野
玲
奈

主
事
の
就
任
式
が
久
世
そ
ら

ち
教
団
副
議
長
の
司
式
で
行

わ
れ
た
。
亀
岡
顕
運
営
委
員

長
が
招
聘
の
経
緯
を
語
り
、

上
野
主
事
が
同
性
愛
者
の
当

事
者
と
し
て
少
数
者
、
被
害

者
、
差
別
者
の
視
点
を
持
ち

続
け
て
い
る
こ
と
、
小
さ
な

教
会
で
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
な
が
ら
仕
え
て
来
た
こ
と

等
を
紹
介
し
た
。

　
上
野
主
事
は
挨
拶
に
お
い

て
、「
様
々
な
差
別
は
、
差

別
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は

同
じ
で
も
、
苦
し
み
も
同

じ
だ
と
思
っ
て
は
な
ら
な

い
。
部
落
差
別
に
お
い
て
は

自
ら
が
差
別
を
す
る
側
に
い

る
こ
と
を
戒
め
つ
つ
働
き
を

担
い
た
い
。
パ
ー
セ
ヴ
ィ
ア 

“persevere

”（
や
り
抜

く
、
不
屈
の
努
力
）
の
精
神

を
持
ち
、
差
別
さ
れ
た
人
た

ち
の
声
が
聞
こ
え
る
側
に
留

ま
り
続
け
た
い
」と
述
べ
た
。

　「
同
和
問
題
に
と
り
く
む

宗
教
教
団
連
帯
会
議
」
の
足

立
宜
了
議
長
（
臨
済
宗
妙
心

寺
派
）、「
部
落
問
題
に
取
り

組
む
キ
リ
ス
ト
教
連
帯
会

議
」
の
松
村
光
司
さ
ん
（
日

本
バ
ブ
テ
ス
ト
同
盟
北
豊
中

教
会
）
の
ほ
か
、
教
団
副
議

長
、
近
隣
教
区
（
兵
庫
・
京

都
・
大
阪
）
議
長
が
挨
拶
し
、

お
祝
い
を
述
べ
た
。

（
新
報
編
集
部
報
）

久世教団副議長による司式

看板脇に新しい水栓を設置

カルト問題連絡会よりお知らせ
これまでの教区事務所を通しての相談の他、メール相談を開始しました。
今後、カルト問題に関するご相談は、可能な限りメールでの対応とさせて
いただきます。以下を記載の上、 cult＠uccj.org へ送信してください。
①相談者の名前　②相談者の連絡先
③相談者の住まいがある住所（市区町村まで）
④相談者に連絡してよい曜日や時間　⑤相談の内容

＊返信に数日ほど時間を要することがあります。ご了承ください。

カルト問題電話相談開設（2022年8月18日スタート）

日本基督教団の専用電話回線　０３－３２０７－８７９４
月～土（日は休み）　いずれの日も午前11時～午後4時

教 団 新 報 （4）　2022 年 9月 10日第 4980・81号　　　　　（第三種郵便物認可）



　新型コロナウイルス感染症が広がり、今までにない問題や課題が教会に降りかかっている
ことと思います。教勢低下や経済的にも厳しい状況が続き、難しい判断や対応に負われて、
大きな負担を抱えている牧会者やその家族の方々の心労は増加していることと察します。「牧
会者とその家族のための相談室」においては、さまざまな情報を集めつつ、精神的な苦痛、
信仰的な痛みを共有しながら、どのようなケアができるかをいつも検討し、相談電話やメー
ル相談に生かすことができればと願っています。
　相談電話は、毎週月曜日10時から16時まで行っております。キリスト教カウンセリング
の講座を受け、実践で多くの経験を重ねている方々が対応してくださっています。困ったり
悩んだりされた時、すぐに問題解決に結びつくことはないかもしれませんが、電話で話すこ
とによって自身の問題を整理できるかもしれません。是非、相談電話をご活用下さい。また、
メール相談は、毎日、24時間受け付けています。ご返事には時間を要する時もありますが、
お気軽にメールしてください。言葉や文章がまとまらなくても結構です。なお、相談電話お
よびメール相談の内容については、守秘義務を厳守しています。

（牧会者とその家族のための相談室委員会委員長　加藤幹夫）

　安倍晋三元首相の「国葬」が行われることを憂慮し、　
　　撤回を求める声明

　去る7月22日、岸田内閣が安倍元首相の「国葬」を閣議決定したことに、
わたしたちは強い懸念と憂慮を示し、再考し撤回されることを求めます。
　岸田内閣の閣議の恣意的判断によって国葬とされる儀式に国費を支出する
ことは、国の財政権限を国会決議に基づかせる憲法第83条違反となります。
また国葬となれば、全国の都道府県や教育機関への弔旗・記帳台設置などが
指示され、国民の弔意が事実上、権力によって強いられることとなり、言論
が封じられ、人間の思想・良心の自由を保障する憲法第19条の重大な違反
ともなりましょう。
　安倍元首相の在任期間に、平和憲法の精神を逸脱した様々な施策（集団自
衛権の閣議決定、安保法制［2015年9月］、特定秘密保護法［2013年12月］、共
謀罪法［2017年6月］の制定）を顧みるならば、「国葬」の閣議決定は、それ
ら今後の国の姿を変えてしまう考慮を欠いた判断を支持することにもなると
言えるでしょう。
　またこのたびの銃撃事件を契機に、自民党をはじめとする政界が、霊感商
法などで人生と家族の破産や崩壊をもたらしてきた旧統一協会と根深い関係
を築いてきたことが明らかになりつつあります。
　特定の人間の国葬化は、思想・良心の自由を保障する憲法第 19 条に違反
し、聖書が警告する“人間の神格化”を意味するものでもあります。あたか
も故人の遺志を国家的に継承するかのような「国葬」の政治利用によって、
憲法改定の国民的気運の形成につなげられることは決してあってはならず、
何よりも民主主義の根幹を揺るがすことになりかねません。
　以上の理由により、わたしたちはここに、安倍元首相の国葬に深い懸念と
憂慮を表明し、閣議決定の撤回を求めます。 
　2022年8月1日

 日本基督教団社会委員会 委員長　森下　耕

国会議員の靖国神社参拝に憂慮する声明

　8月15日は1945年に帝国主義下にあった日本がポツダム宣
言を受領し、第二次世界大戦が終結するに至った日です。私
どもは、この日に多くの国会議員が靖国神社に参拝すること
を憂慮し、反対します。
　靖国神社にはこの侵略戦争を指導し、A級戦犯とされた
人々が祀られています。彼ら指導者たちは大東亜共栄圏構想
の下、韓国を武力によって支配し、満州国に対して傀儡し、
そこの人々の自由を奪い、人権を蹂躙してきました。また、
国内においても思想信条の自由を奪い、将来ある若者たちを
戦場に駆り立て、尊い命が犠牲になることを強いてまいりま
した。とりわけ沖縄においては、生きて恥を晒すなとの思想
を強いて、多くの市民を自死に追い込むカルト的なものでも
ありました。私どもはそのような指導者たちの姿を到底受け
入れることができず、また国家の指導的な人々がそれらに崇
敬の念を抱くことは断じて受け入れられません。そのような
ことは世界に誇るべき憲法9条の精神からもあり得ないこと
です。
　また、靖国神社は2013年に統一協会とともに慰霊祭を行
い、統一協会と友好的な立場と見られています。その観点か
らも国家指導者たちが、賢明に靖国神社と距離をとり、参拝
すべきではありません。
　ここに私たちは国会議員の靖国神社参拝を憂慮し、反対し
ます。
　2022年8月8日

日本基督教団宣教委員会 委員長　岸　憲秀
社会委員会 委員長　森下　耕

 牧会者とその家族のための相談

心傷ついたとき、ひとりで悩むとき、
どうしたらよいか考え込むとき、など

お電話・メールください。

《電話相談》
03－6228－0016

毎週月曜日 10時～ 16時（12時〜 13時は休憩）

《メール相談》
　毎日24時間　past.uccj@gmail.com

総
会
に
先
立
ち
、二
つ
の
講
演
を
実
施

 
♦︎
日
本
キ
リ
ス
ト
教
社
会
事
業
同
盟
総
会
♦

　
7
月
8
日
、
日
本
キ
リ
ス

ト
教
社
会
事
業
同
盟
総
会
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ

た
。
団
体
会
員
26
、
個
人
会

員
1
、
委
任
状
18
で
合
計
45

の
参
加
者
で
総
会
が
成
立
し

た
（
2
0
2
2
年
4
月
1
日

現
在
の
会
員
数
は
団
体
会
員

63
、
個
人
会
員
11
、
協
力
会

員
10
）。
岸
川
洋
治
理
事
長

の
あ
い
さ
つ
に
は
じ
ま
り
、

予
定
さ
れ
て
い
た
議
案
の
全

て
を
可
決
し
た
。
そ
の
中
で

も
特
に
次
の
2
点
を
お
伝
え

し
た
い
。

　
一
つ
は
、
2
0
2
2
年
2

月
に
行
わ
れ
た
特
別
研
修
会

で
あ
る
。「
キ
リ
ス
ト
教
社

会
福
祉
へ
の
歩
み
と
こ
れ
か

ら
」
と
題
し
て
、
同
盟
の
顧

問
で
も
あ
り
、
横
須
賀
基
督

教
社
会
館
を
通
し
て
の
働
き

で
も
知
ら
れ
て
い
る
阿
部
志

郎
氏
の
講
演
を
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
全
会
員
に
配
信
し
た
。

再
生
回
数
か
ら
講
演
が
全
施

設
に
浸
透
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　
二
つ
目
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

支
援
と
し
て
、
教
団
社
会
委

員
会
の
呼
び
か
け
に
応
え
、

キ
リ
ス
ト
教
界
総
合
福
祉
募

金
よ
り
20
万
円
を
支
出
し
た

こ
と
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
こ
の
総
会
に
先

立
っ
て
、
松
橋
秀
之
氏
（
横

浜
い
の
ち
の
電
話
理
事
長
）

よ
り
「
い
の
ち
の
電
話
相
談

か
ら
見
る
社
会
の
課
題
」、

中
道
基
夫
氏
（
関
西
学
院
院

長
）
よ
り
「
キ
リ
ス
ト
教
社

会
福
祉

－

神
学
の
立
場
か

ら
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ

た
。

　
最
後
に
こ
の
場
を
借
り

て
、
教
団
と
の
関
係
で
期
待

し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た

い
。
日
本
キ
リ
ス
ト
教
社
会

事
業
同
盟
は
教
団
の
関
係
団

体
で
「
教
会
と
社
会
福
祉
事

業
と
の
相
互
理
解
と
協
力
を

推
進
す
る
た
め
に
相
互
に
協

力
す
る
」
こ
と
を
宣
言
し
て

い
る
。
そ
こ
で
、
教
団
総
幹

事
と
社
会
委
員
会
か
ら
1
名

が
同
盟
理
事
に
任
じ
ら
れ
て

い
る
（
今
回
は
、
秋
山
徹
総

幹
事
と
柳
谷
知
之
）。
岸
川

理
事
長
に
よ
れ
ば
、
教
団
と

同
盟
の
関
係
が
よ
り
深
く
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、各
教
区
や
分
区
・

地
区
レ
ベ
ル
で
の
教
会
と
施

設
の
相
互
の
交
流
、
協
力
を

望
ん
で
い
る
。
現
実
的
な
こ

と
で
は
、
同
盟
ニ
ュ
ー
ス
を

全
国
の
教
会
へ
届
け
る
に
は

ど
う
し
た
ら
可
能
な
の
か
を

課
題
と
し
て
い
る
。

（
柳
谷
知
之
報
）

上、松橋横浜いのちの電話理事長
下、中道関西学院院長

　　　　  ウクライナ救援募金　　　　
期間延長、並びに献金報告

　2022年7月末現在、32,749,107円の募金がささげられ、
2022年6月末までの募金額、28,993,107円を、ACT(Action 
by Churches Together）Alliance（アクトアライアンス）
に送金。また、日本への避難者支援を行っている日本ＹＭ
ＣＡ同盟の呼びかけ（＊）にも応えることにいたしましたの
で、ご協力をお願いいたします。
　2022年8月23日

日本基督教団社会委員長　森下　耕

◎送 金 先
　加入者名 日本基督教団社会委員会
　郵便振替　００１５０－２－５９３６９９
（通信欄に「ウクライナ救援募金」とお書きください。）

（＊）
◆日本への避難者支援
　3月初旬に日本への避難を希望された１人の方を、ポーラン

ドYMCA・ヨーロッパYMCA同盟・日本YMCA同盟とが連
携し、出国から来日まで2週間にわたってサポート。その後
も相談が続き、7月18日までに68組151人の来日サポートを
行っています。5月には他団体と協働で、避難者とそのご家
族のための交流・学びの場“Ukraine Café HIMAWARI”を
オープン。各地のYMCAでは保育や日本語教育の提供も始
まるなど、来日後の生活支援にも力を入れています。

◆ウクライナおよび近隣諸国での避難者支援
　モルドバやルーマニアなどウクライナ近隣のYMCAは、避

難者のために宿泊・食事・生活物資を提供しているほか、
子どもたちの不安を緩和するためレクリエーションや教育
の提供も行っています。 ウクライナ国内のYMCAは、避難
できない高齢者や障がい者、家屋を失った方への生活支援
を行っています。

教 団 新 報（5） 　2022 年 9月 10日 （第三種郵便物認可）　　　　　第 4980・81号



　
佐
藤
洋
治
さ
ん
は
1
9
5
7

年
、青
森
県
弘
前
市
で
生
ま
れ
た
。

地
元
に
あ
る
東
奥
義
塾
高
校
に
在

学
中
、
す
で
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で

あ
っ
た
親
友
か
ら
紹
介
さ
れ
て
向

か
っ
た
先
は
、
民
家
に
し
か
見
え

な
い
、
で
き
た
ば
か
り
の
小
さ
な

開
拓
教
会
、
現
在
の
弘
前
西
教
会

で
あ
っ
た
。
当
時
、
高
校
で
の
朝

礼
拝
や
聖
書
科
の
授
業
、
教
会
で

の
説
教
は
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た

が
、
た
だ
一
つ
、
分
か
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
こ
の
人
た

ち
は
本
気
だ
」
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。

　
や
が
て
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な

り
、
母
校
の
英
語
教
師
に
な
る

と
、
さ
ら
に
研
鑽
を
積
む
た
め
に

渡
米
。
デ
ン
バ
ー
大
学
で
学
ん
だ

後
に
帰
国
し
、
聖
愛
中
高
に
導
か

れ
、
現
在
ま
で
仕
え
て
き
た
。
そ

し
て
今
、
あ
ら
た
め
て
大
切
に
し

て
い
る
の
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
た
め
に
祈
る
こ
と
だ
と
言
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
英
語
教
師

と
し
て
で
は
な
く
、
主
が
教
育
現

場
に
派
遣
し
て
く
だ
さ
っ
た
一
人

の
信
仰
者
と
し
て
、
福
音
宣
教
の

一
端
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
か
ら
。
そ
こ
で
主
か
ら
与
え
ら

れ
た
の
は
、
相
談
に
来
た
生
徒
、

問
題
を
起
こ
し
た
生
徒
、
そ
し
て

そ
の
親
の
た
め
に
祈
る
日
々
で

あ
っ
た
。
特
に
、
こ
こ
数
年
は
、

生
徒
た
ち
や
同
僚
た
ち
の
心
と
体

の
癒
や
し
の
た
め
に
祈
る
よ
う
示

さ
れ
て
い
る
。
不
登
校
の
生
徒
た

ち
が
次
々
と
教
室
へ
復
帰
し
、
同

僚
の
帯
状
疱
疹
に
よ
る
痛
み
が
癒

や
さ
れ
る
な
ど
の
出
来
事
を
通
し

て
生
き
て
働
く
神
の
力
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
言
う
。

　
定
年
を
迎
え
、
高
校
の
英
語
教

師
と
し
て
の
働
き
は
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
人
ひ
と

り
を
主
の
御
名
に
よ
っ
て
祝
福
す

る
仕
事
に
終
わ
り
は
な
い
。「
積

み
上
げ
て
き
た
経
歴
や
称
賛
は
主

の
十
字
架
の
前
に
は
何
の
意
味
も

な
い
が
、
赦
さ
れ
た
一
人
の
罪
人

と
し
て
、
十
字
架
と
復
活
の
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
を
伝
え
る
こ
と
は

大
き
な
喜
び
だ
」。
病
に
よ
っ
て

視
野
が
欠
け
つ
つ
あ
る
瞳
を
輝
か

せ
な
が
ら
信
仰
を
告
白
す
る
姿

は
、
ま
さ
に
「
本
気
」
だ
っ
た
。

終わりのない仕事

弘前西教会員

佐藤　洋治さん

　
教
団
総
会
議
長
に
な
っ
て
一
つ
趣

味
が
増
え
ま
し
た
。
教
団
議
長
に
な

り
ま
す
と
批
判
文
書
が
沢
山
送
ら
れ

て
き
ま
す
。
私
の
手
元
に
送
ら
れ
て

き
た
批
判
文
書
を
フ
ァ
イ
ル
に
し
て

集
め
て
い
ま
す
。
分
厚
い
フ
ァ
イ
ル

が
2
冊
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
新
し

い
趣
味
で
す
。
こ
の
批
判
文
書
を
読

み
な
が
ら
、「
自
分
の
正
し
さ
」
に

つ
い
考
え
さ
せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　「
自
分
の
正
し
さ
」
を
心
に
留
め

な
が
ら
仕
事
を
し
ま
す
。
ま
た
、
自

分
の
正
し
さ
で
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
批
判
文
書
を
読
み
な
が
ら
こ
の
批

判
文
書
の
中
に
あ
る
真
理
性
を
読
み

取
る
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
が
70
パ
ー

セ
ン
ト
正
し
い
と
思
っ
て
事
柄
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
30
パ
ー

セ
ン
ト
の
反
対
者
の
意
見
の
中
に
あ

る
真
理
性
を
見
つ
め
て
き
ま
し
た
。

反
対
者
が
正
し
い
と
主
張
す
る
事
柄

の
中
に
あ
る
真
理
性
を
読
み
取
っ
て

自
分
の
視
野
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

　
時
に
反
対
者
が
正
し
い
と
主
張
す

る
事
柄
の
中
に
あ
る
真
理
性
に
よ
っ

て
自
分
の
正
し
さ
を
見
直
し
て
自
分

を
変
え
る
と
い
う
努
力
も
し
て
き
ま

し
た
。
自
分
の
正
し
さ
に
固
執
し
て

戦
っ
た
ら
、
自
分
の
正
し
さ
を
刃
に

し
て
切
り
捲
っ
た
ら
、
主
の
御
体
な

る
教
会
を
破
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
し
、
ま
た
、
教
会
を
去
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も

起
こ
り
得
る
の
で
す
。

　
刃
は
鞘
に
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
福
音
と
い
う
鞘
に
納
め
て
教

会
に
仕
え
る
伝
道
者
で
あ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
教
団
総
会
議
長
　
石
橋
秀
雄
）

福
音
と
い
う
鞘
に

福
音
と
い
う
鞘
に

納
め
て

納
め
て

　
1
9
5
4
年
に
創
立
し
た
美び

ば
い唄

め

ぐ
み
幼
稚
園
を
紹
介
す
る
上
で
、
ど

う
し
て
も
炭
鉱
地
に
建
て
ら
れ
た

教
会
の
宣
教
に
つ
い
て
触
れ
る
べ

き
責
任
を
感
じ
ま
す
。
先
立
っ
て

1
9
5
2
年
に
創
立
し
た
日
本
基
督

教
団
美
唄
教
会
は
、
美
唄
の
地
で
の

宣
教
に
つ
い
て
真
摯
な
協
議
を
重

ね
、
美
唄
め
ぐ
み
幼
稚
園
を
設
立
し

ま
し
た
。
地
域
の
子
ど
も
と
保
護
者

に
福
音
を
伝
え
る
意
義
は
当
然
な
が

ら
、
背
景
に
は
北
海
道
特
別
開
拓
伝

道
（
北
拓
伝
）
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ

た
教
会
で
あ
る
こ
と
の
重
圧
が
あ
っ

た
こ
と
を
想
像
し
ま

す
。

　
美
唄
教
会
創
立
30

周
年
記
念
誌
の
序
文

に
は
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
ま
す
。「
北
海

道
特
別
開
拓
伝
道
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ

て
、
空
知
炭
田
地
帯

に
誕
生
し
た
四
つ
の

教
会
の
う
ち
、
30
年

の
歴
史
を
記
す
こ
と

が
で
き
る
の
は
美
唄

教
会
の
み
と
な
り
ま

し
た
」。

　
1
9
5
0
年
代
の

人
口
9
万
人
余
を

ピ
ー
ク
と
し
て
、
閉

山
と
共
に
、
人
口
は

15
年
で
半
減
し
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
2
0
2
2
年
度
創
立

70
周
年
を
迎
え
た
美
唄
教
会
は
、
美

唄
め
ぐ
み
幼
稚
園
の
働
き
な
く
し
て

地
域
に
立
ち
続
け
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
。
今
日
の
北
海
教
区

に
お
い
て
も
、
い
か
に
教
会
と
幼
稚

園
の
働
き
が
大
切
で
あ
る
か
が
噛
み

締
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
本
園
の
保
育
で
は
「
手
」

に
着
目
し
て
い
ま
す
。
粘
土
か
ら
陶

芸
教
室
や
そ
ば
打
ち
教
室
に
つ
な
げ

た
り
、積
み
上
げ
た
カ
プ
ラ
（
積
木
）

を
見
上
げ
て
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
（
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
）
に
挑
戦
し
て
み
た

り
、
食
育
を
兼
ね
た
ク
ッ
キ
ン
グ
で

は
、こ
ね
た
り
ま
ぜ
た
り
を
通
じ
て
、

手
の
い
ろ
ん
な
役
割
を
発
見
し
た
り

…
。
そ
れ
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と

や
見
え
な
か
っ
た
こ
と
が
形
に
な
っ

て
い
く
過
程
を
子
ど
も
た
ち
と
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
や
が
て
、
見
え
ざ
る

御
手
が
一
人
ひ
と
り
に
働
い
て
い
る

こ
と
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
机
の
片
側
に
園
児
2
名
が

並
ん
で
座
り
、
一
方
向
に
向
か
っ
て

黙
食
す
る
保
育
の
日
々
が
来
る
だ
な

ん
て
、誰
が
想
像
し
た
で
し
ょ
う
か
。

マ
ス
ク
着
用
・
手
指
消
毒
、
分
散
し

て
の
行
事
開
催
、
平
日
の
運
動
会
や

ク
リ
ス
マ
ス
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
開
催
…

数
え
れ
ば
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
言

い
換
え
れ
ば
、入
園
か
ら
卒
園
ま
で
、

「
ず
っ
と
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
園
生

活
を
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
が
い
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ウ
イ
ル
ス
や
雑
菌
な
ど
、
目
に
見

え
な
い
い
ろ
ん
な
も
の
を
取
り
除
く

日
々
で
す
が
、
同
時
に
、
む
し
ろ
目

に
見
え
な
い
大
切
な
何
か
を
心
に
植

え
る
作
業
を
大
切
に
し
た
い
と
も
思

い
ま
す
。
何
か
を
生
み
出
す
創
造
力

で
あ
っ
た
り
、
共
感
す
る
心
で
あ
っ

た
り
、
ま
た
神
さ
ま
に
出
会
う
機
会

の
こ
と
で
す
。
主
に
あ
る
希
望
を
園

児
と
保
護
者
と
、
そ
し
て
保
育
者
と

分
か
ち
合
っ
て
歩
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
全
国
で
子
ど
も
と
福
音

を
分
か
ち
合
う
保
育
者
の

方
々
の
働
き
が
、
日
々
御

手
に
導
か
れ
る
よ
う
に
と

祈
り
ま
す
。

　
来
た
る
9
月
、
胆
振
東

部
地
震
か
ら
4
年
を
迎
え

ま
す
。
そ
の
記
憶
を
持
つ

子
ど
も
が
も
う
園
内
に
少

な
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
炭

鉱
や
災
害
、
さ
ま
ざ
ま
な

記
憶
を
伝
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

心に記憶を植える
学校法人美唄キリスト教学園美

びばい
唄めぐみ幼稚園園長・理事長　 　　　　　　　　

美唄教会牧師
　木村　拓己

上
、
教
会
・
幼
稚
園
外
観

中
、
と
う
き
び
播
種
体
験
後
、
記
念
撮
影

下
、
園
庭
で
サ
ッ
カ
ー
す
る
子
ど
も
た
ち

「キリストにある自由」
をテーマに

♦︎ヨーロッパ・キリスト者の集い♦
　

8
月
4
〜
7
日
ま
で
ド

イ
ツ
のschönblick

に
て

『
第
39
回
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
キ

リ
ス
ト
者
の
集
い
』
が
開

催
。
参
加
者
は
約
1
6
0

名
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
キ

リ
ス
ト
に
あ
る
自
由
」。
私

は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
日
本
語
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
短
期
派

遣
宣
教
師
と
し
て
同
教
会
員

1
名
と
参
加
。
こ
の
会
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
住
む
日

本
人
、
ま
た
日
本
に
ゆ
か
り

の
あ
る
方
々
が
参
加
し
て
い

る
。私
は
初
参
加
だ
っ
た
が
、

周
り
の
方
々
に
話
を
聞
く
と

多
く
の
方
が
リ
ピ
ー
タ
ー
。

こ
こ
で
与
え
ら
れ
る
多
く
の

出
会
い
と
、
ま
た
1
年
ぶ
り

の
再
会
を
楽
し
み
に
来
て
い

る
と
皆
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

た
。4
日
間
の
内
容
も
充
実
。

2
日
間
、
今
年
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
2
名
の
講
師
に
よ
る

全
体
講
演
、
そ
れ
と
は
別
に

各
自
が
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ

を
24
テ
ー
マ
の
中
か
ら
選
べ

る
分
科
会
が
設
け
ら
れ
て
い

る
（
帰
国
者
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

フ
ォ
ロ
ー
シ
ッ
プ
、
信
仰
継

承
な
ど
）。
そ
れ
に
並
行
し

テ
ィ
ー
ン
ズ
と
幼
少
科
対
象

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
。
私

は
幼
少
科
の
奉
仕
者
と
し

て
携
わ
り
、
本
大
会
前
か
ら

ズ
ー
ム
で
の
打
ち
合
わ
せ
が

行
わ
れ
た
。
参
加
す
る
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
を
思
い
、
今

年
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
何
を

伝
え
た
い
か
を
何
度
も
話
し

合
っ
た
。
家
族
で
の
参
加
者

が
多
い
の
も
納
得
。

　
こ
の
集
い
に
参
加
し
「
伝

道
」
と
は
何
か
に
思
い
を

寄
せ
た
。
初
め
て
参
加
し

た
方
々
は
「
口
コ
ミ
」
で
来

た
と
い
う
。
こ
こ
に
素
敵
な

出
会
い
が
あ
る
、
こ
こ
に

喜
び
が
あ
る
、
そ
の
言
葉
に

魅
了
さ
れ
た
そ
う
だ
。
伝
道

と
は
何
か
を
難
し
く
考
え
過

ぎ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
た
。
そ
し
て
私
た
ち
の

本
当
の
喜
び
と
は
一
体
何
な

の
か
、
改
め
て
考
え
る
時
と

な
っ
た
。
最
終
日
、
皆
が
口

を
揃
え
「
ま
た
１
年
後
」
と

い
う
別
れ
の
挨
拶
を
し
て
い

た
。
寂
し
そ
う
な
表
情
と
同

時
に
癒
さ
れ
た
人
た
ち
の
表

情
。
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
理

由
が
分
か
っ
た
。
多
く
の
気

づ
き
と
出
会
い
が
与
え
ら
れ

た
こ
と
に
感
謝
。

（
伊
勢
　
希
報
）
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